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Abstract:Before the triple harp was introduced toヽ Vales in the late

seventeenth‐ centurtt Welsh bards played a distinctive harp

through the centuries. A true Welsh harp, it had a single low,

horsehair‐ string,and the harp was leathered and bray pinned ln
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Wales,the sound Of the bray harp was praised alld highly regarded

by bards.The music for the bray harp in Wales is still preserved in

Robert ap Huw's manuscript(c.1613)Traditional music is compiled

in this manuscript by Robert ap Huw(c.1580・ 1665)who was one of

the last lVelsh bards. This article describes some elements of the

distinct Welsh lnu8iC frOm two points of view:the instrument and

the rnusical score,

17世紀 以 降 の ウェル シ ュ・ ハ ー プ

ウェールズ法には、よき人々Gwrdaに とつて必要不可欠なものは

「ハープ、格子縞の肩掛け、そして大釜」、別のヴァージョンでは「チ

ェス・マン ト・ハープ」の 3つ であると記 されている。このように、

ウェールズではハープとい う楽器が古くから重んじられてお り、現在

でも 18世 紀から継承されているハープ音楽の伝統が残 されている。現

在一般的にウェルシュ・ハープと呼ばれている楽器は、別名バロック

ハープあるいは トリプルハープとも呼ばれ、通常のハープとは異なり、

3列 の弦を持っていることが特徴である。外側の弦はピアノの白鍵、

内側は黒鍵に相当する音に調弦 されているため、半音階を自由に演奏

することができる。バ ロックハープという異名が示す ように、この楽

器はバロック時代 (1600‐ 1750年 頃)に広くヨーロッパで演奏 されて

いた。ところが 1720年代にバイエルンのヤコブ・ホッホブ リニッカ

ーによつてペダルハープが発明され、ペダルによつて半音階を出すこ

とが可能になってから、ヨーロッパではバロックハープは次第に演奏

されなくなった。ペダルハープはウェールズにももたらされ、19世紀

にはハープのリス トと呼ばれたエライアス・パ リッシュニアル ヴァー

ス(1808‐ 1849)や 、ヴィク トリア女王のハープ奏者だつたジョン・ トー

マス(1826‐ 1913)と いつた優れた演奏家を輩出した。新 しい楽器がもた

らされた後も、ウェールズでは トリプルハープは演奏 され続けてお り、

ナンシ・ リチャーズ 。ジョーンズ(1888‐ 1979)を はじめとする優れた演

奏家が活躍 していた。しかし 17世紀以前のウェールズでは、何百年も

の間これらとはまったく異なるハープが演奏 されていた。

ウェール ズ 固有 のハ ー プ

アイルラン ドには 14世紀に作られた トリニティ・カレッジ・ハープ

が、スコットラン ドにはr15世紀から 16世紀初めのクイーン・メア リ

ー・ハープ、ラモン ト・ィヽ―プが現存 している。これ らの楽器は構造

的にがっしりとした造 りで、金属製の弦が張 られていた。一方イング

″
‘
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も動物の皮が張 られていたといわれる。 5世紀 ころにエジプ トな どか

ら、キ リス ト教の隠修士 らが ウェールズやアイル ラン ドにやってきて
いたが、これ らのキリス ト教徒が中近東の皮の張 られたハープを直接
ウェールズにもた らしたのかもしれない。

ブ レイ ハ ー プ

17世紀以前のウェールズではブレイハープ (bray harp)と 呼ばれ
る楽器が演奏 されていた。ブレイとは 「ロバの鳴き声」や 「騒々しい

不快な音」を意味する英語である。ブレイピンと呼ばれる L字型のピ
ンが弦と弦の間に取 り付けられていて、弦をはじくとこのピンに触れ
て共振 し「ぶんぶん」とい うノイズを発生させるのである。ブレイハ

ープはウェールズだけではなく、中世 。ルネサンスを通 してヨーロッ
パで広く演奏 されていた楽器であり、別名 ゴシック・ハープとも呼ば
れる。

筆者はヒエロニムス・ボスの≪快楽の園≫に描かれたブレイハープ
を復元 した。この楽器は共鳴胴が薄 く、軽量で持ち運びが楽であると
いう利点があるが、その反面ブレイをつけない状態で弦を弾くときわ
めて小さな音 しか出ない。ブレイを取 り付けることによって、倍音を
多く含んだノイズが発生し音量が増幅するのである。 この構造は、 日
本の琵琶や三味線にみられる「サフリ」 と呼ばれる構造 と類似 してお
り、アメリカの作曲家ジョン・ケージ (1912‐ 1992)が 考案したレリペ
ア ド・ ピアノも同 じ発想である。               ´

ドイツのハープ作家エ リック・ クライ ンマ ン氏は 14・ 16世紀の ヨー
ロッパのハープのほとん どはブ レイハープだったことを教 えて くれた。
つま り、教会のステン ドグラスに描かれた天使のハープは、われわれ
のイメージとはかけ離れた実に耳障 りな音を立てていたのである。ブ
レイの音色はアィル ラン ドの金属弦ハープの甘美 な音色 ともまった く
異なってお り、実際に聴き比べてみるとグリフィズ・ アプ・ヵナンの

伝説にも納得がい く。

ウェールズで も 16世紀前半のステ ン ドグラスにブ レイハープを演
奏する天使が描かれている。また、カーディフの民俗博物館に保存 さ
れている小 さな銀のハープのブローチにもブ レイが取 り付 けられてい
る。このプローチは、1568年 にカー ウィスで行われたアイステズボ ド
で、最 も優れたハープ奏者に与えられたものである。16世紀半ばに書
かれた ウェル シュ・ハープを描写 した詩 にもやは リブ レイハープヘの
言及がある。      

・ ‐
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For,my Harp is nlade of a g00d mare's skin;

The strings be of horsehair,it maketh a goOd din.

My sOng,and my voice,and my Harp doth agree,

Much like the buzzing Of a humble beel

17世 紀末になっても、ウェル シュ・ハープとぃ ぅ呼称は トリプルハ

ープではなく、プ レイハープのことを指 していた。当時ケンプ リッジ
のヘブライ語教授であったジェームズ 。トールボ ッ トが、 ゥェールズ

のハープに関す る貴重な資料を残 している。彼は 3種類のウェル シ
ユ・ハープについて言及 しているが、いずれ も トリプルハープではな
い。彼は Welch Or Bray harpが 「ゥェールズ固有のハープ」である
と記 し、「この楽器 の共鳴胴 は全体が一本のモチノキをくりぬいて作 ら

れてお り、背面は平 らな樫の本でできている。支柱 とネ ックは楓の木
でできている。通常は 34本 の弦が張 られているが、31本 の楽器 もあ

る。弦は丸いボタンで留める代わ りに、ブ レイによって共鳴胴 に固定
されてお り、それが耳障 りな音 を立てる」 と描写 している。

この描写で注意すべき点は、ブ レイが弦を共鳴胴 に固定す るために

使用 されていた とい うことである。 ウェルシュ・ハープのブ レイは着
脱不可能なものだった。つま り、ブ レイ とは元来音量を増カロさせ る日
的で弦 と弦の間に取 り付 けられたものではな く、楽器 の構造上必要不
可欠な部品であった。 トリプルハープがもた らされた後 も、 しば らく
の間ブ レイハープは演奏 され続 けていた。歴史家 トマス・プライス

(1787・ 1848)も 、ダヴィ ド・フ トキンという老人からブレイハープ
を学んだことがあるとい う。 しかし、この時代のブレイは着脱可能な
ものになってお り、ダンス音楽を演奏するときにのみブレイが用いら
れたという。18世紀末までに、ブレイは音楽的にも楽器の構造上も本
質的な要素ではなく、付随的な要素に変化 していたのである。

ロパ ー ト・ ア プ・ ヒュー手稿 譜
幸運なことに、17世紀以前のウェールズにおけるハープ音楽の楽譜

が現存している。それは、1613年 頃にアングルシー島のハープ奏者・
詩人であるロバー ト・アプ・ヒュー(c.1580・ 1665)に よって編纂 され
た。アプ・ヒューに贈 られた詩の中に、彼がブレイハープを演奏 して
いたことが書かれているため、これまでに考察 してきた 17世紀以前の
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ハープで演奏 され る音楽であることは間違いがない。 この手稿譜には

何世紀 もの間、 口頭伝承によって伝 えられてきたウェールズのバー ド

音楽が、バー ド自身の手によって記 されている。手稿譜は 1665年 の

アプ・ ヒューの死後、4男 のヘ ンリー・ ヒューズに遺贈 された後、ア
ングルシーのメイ リック家に保存 されていた。1720年代に、土地測量
士 としてメイ リック家を訪れた古物研究家のルイス・モ リス Lewis
Morris(1701‐ 65)に よってアプ 。ヒュー手稿譜が再発見 され、 日の 目

を見ることになった。ルイス・モ リスは手稿譜 に序文をつけて製本 し、

手稿譜の中に書 き込みを行つた。彼は、当時最 も高名 な音楽学者であ
つたチャールズ 。バーニー らに手稿譜 を見せて調査を依頼 したが、 こ

の時点で手稿譜の音楽を理解 できる人物はひ とりもいなかった。それ

以降数多 くの音楽学者や演奏家によってアプ 。ヒュー手稿譜は研究 さ

れ続けて現代に至っている。

手稿譜の 23ページか ら 34ページまでは、16世紀のハープ奏者 ウィ
リアム・ペ ンスィンの本か ら書写 されたもので、他の部分 よりも古い

時代に書かれた ものである。 同手稿譜には楽譜だけではな く、装飾法
の指示、調弦法なども記 されている。装飾法に関 しては、18世紀末に

記録 されたアイル ラン ドのハープ奏者 の技法 と奇妙なほど一致 してい

る。 これは両国のハープ音楽における密接な関連性を示す証拠 となっ

ている。手稿譜には現在一般的に用い られている五線記譜法でななく、
タプラチュア とい うアル ファベ ッ トを用いた特殊な記譜法が用い られ

ている。使用 されているアル ファベ ッ トは慣習的な Aか ら Gま で (ラ

か らソ)であ り、文字を重ねた り、文字の横や上に点や線 をつけた り

することオクター ヴの違いを示 している。

楽譜は水平な線によつて上下に分割 されてお り、上に高音域、下に

低音域の音が書かれている。 ウェールズでは、アイル ラン ドと同様に

高音域は左手、低音域は右手で演奏 された。 これは他の ヨー ロッパ地

域における慣習的な演奏姿勢 とは逆である。高音域の音の塊 (コ ラム )

の上に特殊な指示記号が記 された場合は、タイ ミングをず らして演奏
する。た とえば、右上が りの斜線が引かれている場合、それ らの音は、
下か ら上に演奏す ることを示 しているのである (図 1)。
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(Eコ  1)

拳
24の メ ジ ャー

ウェールズのバー ド音楽における特徴のひ とつにメジャーMesurと
呼ばれ る一種の音楽理論が存在する。 これは 1と oを並べた組み合わ
せであ り、作曲の基礎 として役立てるために作 られた。14世紀か ら理
想的な 24の メジャーが定められ、成文化 され るようになつた。アーサ
ー王の 24の騎士や、 ゥェールズ法における 24の 役人、また 24の 娯
楽など、24と い う数字はウェールズ人にとって特別な意味を持ってい
たようである。音楽のメジャーの 1と oは それぞれ低音域のコー ドの

種類 を決定す るために用い られた と考えられている。1は cyweirdant
(主 要な弦)と 呼ばれ、oは tyniad(引 つ張ること)と 呼ばれた。
た とえ ば ≪ Gosteg Dafydd Athro≫ とい う楽 由 は 、 kOrffiniwr

l1001011と い うメジャーによって書かれている。 冒頭の部分を現代
譜にす ると次のようにな り、低音域は 2種類のコー ドの交替によって
作曲されていることがわかる (譜例 1)。

(譜例 1)

]  1     0   0   1 o l    :      :    1     0  。      1        。         1       1

実際にはアプ・ ヒュー手稿譜に記 されている楽曲の中には 2種類以
上のコー ドが用いられているものも多 く、必ず しもすべての楽曲がメ
ジャーに よって書かれているわけではない。一例 として、 ≪Kaniad
Llewelyn DelyniOr≫ を挙げる (譜例 2)。

(譜例 2)

〓

７
逆

，
，
一
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≪Kaniad Llewelyn DelyniOr≫ の低音は 2種類以上のコー ドが用い
られてお り、 どれが 1で どれが 0な のか判別す ることができない。だ
がおそ らくこのよ うな楽曲も元来は≪Gosteg Dafy・ dd Athro≫ と同様
に厳格なメジャーに基づき、2種類のコー ドのみで作 られていたと思
われ る。 日伝 えによって音楽が伝承 されてい く過程のなかで、バー ド
たちが元来 の音楽に手を加 えてア レンジ した結果、 コー ドの種類 を増
や していつたのであろ う。このことか ら、17世紀前半のバー ドはそれ
ほどメジャーに とらわれずに自由に演奏 を行っていた ことがゎかる。
≪Kaniad Llewelyn Delynior≫ に比べ ると≪Gosteg Dafy・ dd Athro》
の方がより古い音楽の面影を残 しているとも考 えられ るだろ う。

近年 の研 究によってゥェールズには、楽器だけではな く音楽の構造
に関 して も、他国 とはまった く異なる独 自のものが存在 していたこと
が少 しずつわかってきた。 この国では トリプルハープやペ ダルハープ
といつた新 しい楽器が もた らされて も、古い皮 のハープやブ レイハー
プが淘汰 され ることな く、 しば らくの間共存 していたのである。 ウェ
ールズでは、独 自の音楽や音楽に付随す る事柄 を、文書 によって保護
しな くてはいけない とい う意識の 目覚めが早い時期 に起きていた。そ
れは 16世紀の ソールズベ リによる、ウェールズ語の保存運動の影響が
大きかった。その後 18世紀にも、ルイス 。モ リスやエ ドヮー ド・ジョ
ーンズ らによる考古研究が盛んに行われていた。彼 らの活動が、 ウ三
―ルズに一種時代錯誤的な楽器 と音楽 レパー トリァが長 く保存 されて
いた要因 となったもの と思われ る。
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